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平　　衡　　力 3．2 0．8 3．2 0．7 3．5 0．9
筋持久　力 3．2 住7 3．2 o．7 3．1 1．O
瞬　　発　　性 2．9 （L9 3．0 0．6 3．1 o．9
調　　整　　力 32 α8 3．2 0．4 4．0 軌婆
平　　均　　値 3：　1 0．8 3．1 0．6 3．4 o．9
　6、全体的考察
　以上の結果をまとめると，日本経済の高度成長摺から低成長期に至る約10年間の，時代的推移によ
る漁業地域幼児における食生活変容の実態を，13～18名の事例について観察したのであるが，10年間
をはさんだ前後で，きわめて近似した摂取量を示す食品群は少なく，唯一の自給食品である魚介類の
過調撰取傾向が是正され，肉類摂取量の増加と置換された形となったことが，最も注目される現象で
あった。さらに，食品種類数の増加，献立の多様化，緑黄色野菜，油脂，卵および豆類の摂取量の漸
増，そして穀類摂取量の減少など，いわゆる都市化傾向とも受け取れる方向へ推移している。栄養素
摂取状況においては，摂取比率の著しく高かった総たん白質および動物性たん白質のそれはやや是正
され，他方，当初摂取比率が低値であったビタミンA，BエおよびCのそれは著しく改善され，目標
値に対する摂取量のパターソ類似率で示されるように，いずれも食品ならびに栄養素の目標値（基準
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量・所要量）に接近する方向へ推移した。
　また，個人差の視点から分析すると，概して摂取不足児は減少し，しかも栄養素においては皆無と
なり、適量摂取児が平均的には増加傾向にあり，多量摂取児は魚介類および動物性たん白質において
はやや是正され，その他においてはさして問題視する状況ではなく，摂取上の個人差は調査年ごとに
縮少される傾向を呈している。すなわち，平均値に集約される傾向がみられ，総じて食物摂取状況は
望ましい水準に到達しつつあるといえよう。これらの現象の多くは，国民栄養調査ならびに県民栄養
調査結果の推移と共通しており，時代的背景のもたらした生活環境の改善の一反映とみなすことが出
来る。
　しかしながら，成人病予防に対置して幼児期栄養を考える場合に，対象児の現況では脂質エネルギ
ー比が適正値を超え，動物性／植物性脂質比が1．03に至り，食塩摂取量が10．S　9’であり，それぞれ44
年度から54年度までの上昇線が鈍化することなくそのまま延長されることは望ましいことではないよ
うに思われる。他方，平均値としてビタミソB2の摂取比率が94％eである他はすべての栄養素が充足
されている現況が，到達点であるのか否かの判定は，今後の調査結果にまたなければならないが，栄
養指導上一層きめ細かな配慮が望まれるところである。
　現在の栄養学の示す基準量・所要量を一応の食衷目標とするならば，対象児の場合，食品摂取にお
いては穀類，緑黄色野菜および卵類を，それぞれ35％，14％および10％増加し，魚介，肉，菓子およ
び油脂類を若干減じ，栄養素摂取においてはビタミンB2の摂取比率を6％増加するのみで，動物性
たん白質，脂質および食塩をやや控えめにし，その他の摂取状況はほぼ現状維持がよいのではないか
と思われ，これらの諸点が，漁業地域幼児の食生活における今後の改善点として指摘されよう。
　さらに，安易な都市化指向を制御するよすがとなるものは何か，そのために幼児の食生活に関わる
者は今何をしなければならないかを，真剣に考えたいものである。その対応策の一つとして，食物嗜
好・食習慣形成期の幼児期にこそ，近年見直されつつある身土不二・一物全体食の伝統的食様式13）14）
15）IG）17）の教訓を，日常生活に呼び戻して，現代食とのバラソスの中でそれを実践して行く英知と工夫
が要譜されるように思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　約
　幼児栄養をより適確に把握するために，昭和44年，49年および54年度の漁i業地域幼児の食品・1栄養
素摂取状況について橦討を加えた。対象児は4～6歳児13～18名で，四季の各連続3日間（通年12日
間）の食物摂取量を個人別に秤丑し，食品構成基準量ならびに個人別に算定した栄養所要量と対比し
て，5～10年間の推移状況を調べ，以下の結果を得た。
　（1＞摂取食品数は1人1日あたり21種類→28種類→28種類と増加し，動物性食品数は5種類→6種
類へ，植物性食品数は16種類→22種類へ増加した。
　②　食品摂取状況は，10年間に増加したのは8食品群で，有意な上昇は肉類・緑黄色野菜，油脂類
および卵類に認められ，減少したのは穀類，魚介類，砂糖類の3食品群であり，とくに魚介類の多量
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摂取が是正されている。摂取比率の平均値は123土88％→125土33％へ，基準量に対するパターソ類似
率は0．8375→0．　9313へ上昇した。しかしながら，穀類，緑黄色野菜，卵および乳類は10年来充足され
ていない。
　③　栄獲素摂取状況は，10年間に摂取比率の平均値は107±26％→122土23％へ，所要量パPt　一一ソに
対するパターソ類似率は0．9558→O．9921へ上昇し，とくに動物性たん白質の多量摂取が是正され，ま
たピタミソA，BlおよびCの摂取増が有意であった。充足されない栄養素は，10年前にはエネルギ
ーとビタミン類の5栄養素であったが，54年度にはピタミソB2のみとなり，しかも栄養素摂取上の
個人差が縮少されている。
　（4）摂取エネルギー比については，毅類エネルギー比（44％→33％）と米類エネルギー一比（34％→
23％）は減少，小麦類エネルギー比（1G％→10％）は変牙っりなく，糖質エネルギー比（64％→54％）
とたん白質エネルギー比（18％→15％）は，漸減し，脂質エネルギー比（18％→31％）はi著増した。
　（5）摂取たん白質の質的評価は，動物性たん白質比は58．0％→55．9％，有i効たん白質量は55．9曾→
49．　09と適正値へ接近し，たん白価は81（S）→83（S），アミノ酸価は89（Thr）→92（Thr），卵価は
69（S）→7⑪（S），人乳価は85（Try）→87（Try），牛乳価は90（Lys）→・91（Phe）へ推移し，総じて若
干の質的向上が認あられた。
　⑥　対象児の体位の体位推計差i準値に対する比率は，身長は1G3土4．290→97土4．　3％，体重の比率
はユ01土7．O％e→99±10．　5％といずれも低値となり，体力評価は3．1±O．　8→3．　4土e．　9と中位の成績であ
った。
　終りに臨み，本研究に際して終始ご懇篤なご指導を賜わりました本学の塚原叡教授に厚く御礼申し
上げます。また，調査の進行上限りないお力添えを揚わりました新潟市松浜港福祉保育園の廣川澄流
園長先生はじあ諸先生方，さらに調査対象のご家庭の方ltの一年間にわたるご協力に深く感謝申し上
げます。
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